
｢低次元系の磁場効果,分数統計,量子スピン系等の諸問題｣

究のために,数多くなされてきたが,十分満足な結果が得られていなかった｡

さて,このようにして,相関距離の評価が得られ,上の定理にいう2つの極限の順序が交換でき

ることになると,統計物理で重要な局所観測量の熱平均値,特に相関関数の計算が非常に簡単にな

る｡実際,我々は上記2つの模型を含む一般的模型に対する相関関数の上限を与える評価式を得

た｡1)
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RigorousBoundsontheSusceptibHitiesoftheHubbardModel

筑波大 ･物理 久 保 健

相互作用定数Uを持つ単バンドハバード模型は酸化物超伝導休に関連して最近盛んに研究されて

いるが厳密な結果は一次元の場合を除きほとんど得られていない｡ 我々はこの模型に関して次元温

度によらず以下の定理が成り立つ事を報告した｡

定理 1:引力 (U<0)系で帯磁率 xqは次の不等式を満たす.

xq≦ (4IUI)~1

定理2:バイパータイト格子上の halトfilled,斥力 (U>0)では電荷感受率β(∂n｡,∂n_｡)

及び on-Sitepairi汀gに対する感受率β(Pn｡,Pn-｡) はつぎの不等式を満たす｡

β(∂nq,∂n-q)≦U~1 I β(∂pq,∂p-q)≦U-1

ただしPqはp-Ca†Ca+の7-リェ変換.

(A･B)-/.1dx<ePxHA e-PxHB>

また,Falk-Bruch 不等式を用いると各々の場合に対応する長距離秩序は存在しない事が結論で

きる｡

これらの結論は昔から予測されていたことであり,定理2の場合にはT-0で感受率が0になる

事が予測されているのだがそれは年けなかった.

定理2の孟正明は系のスピン空間に対する ReflectionPositivity を用いて行われる｡定理2は
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定理 1より electron-holesymmetryを用いて直ちに導かれる｡ (文献 1)

この研究は岸達也氏との共同研究である｡

文献1:K.KuboandT.Kishi,Phys.Rev.B41,4866,1990

二価構遺量子ハイゼンベルグモデルのスピン波理論

埼玉大 ･教養 飛 田 和 男

2次元正方格子量子ハイゼンベルグ反強磁性体が二層に重なったモデル

A A ら B A B

H - J ∑ S ･S ･十 J ∑ S ･串 ･+ JK∑S･ S.
!i.j)1 ' a(i ,))I J ll I

を考える.ここで,Sぐ,S 甑 大きさSのスピン演算子である｡JA,JB,JKはすべて正 (皮

強磁性的)とする｡

まず,この系の基底状態を最低次のスピン波近似によって調べたoJKが小さいとき,JKの増大

と共に反強磁性秩序は強められるが,さらにJKを大きくすると副格子磁化は減少し始め,十分大

きなJKに対 しては反強磁性秩序が失われる可能性があることを示した.これは,大きなJKに対

してはスピンが面間でシングレットを作る傾向を示し,各点での有効スピンの大きさが小さくなり,

量子揺らぎが増大するためと考えられる｡

さらに,このモデルを,高橋によって提唱された ModiriedSpinWave近似により取扱った｡こ

の近似によれば,十分大きなJKに対する基底状態として QuantumDisorderedStateが現れるこ

とがわかった｡

このように,このモデルはまったくフラス トレーションがないにも関わらず,量子的に乱れた基

底状態を持ちうるモデルとして興味深いと思われる｡また,このモデルは高温超伝導物質のスピン

ーホールモデルにおいて全てのホールサイ トにホールが入り局在した極限に対応している｡従って,

このモデルの量子的に乱れた基底状態は,高温超伝導物質における反強磁性秩序の消失とも関連し

ている｡

参考文献 .･T.Matsuda and K.Hida : I.Phys. Soc. Jpn. to appear.

K.Hida: ∫.Phys. Soc. Jph. to appear .
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